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International Symposium on Diabetes and Glycation Biology

日本学術振興会・国際的な活躍が期待できる研究者の育成事業「慢性炎症と線維化をきたす生体ネットワークの解明とその制御の国際
的研究者育成」事業推進と金沢大学先魁2018の国際ネットワーク拡大、そして、国際共同研究推進のため、米国・英国・豪州・韓国・
カタールおよび日本国内から研究者を招き、糖尿病とグリケーション研究における国際シンポジウムを開催する。学類学生、大学院生、
研究者・教員スタッフ、そして広く興味のある方々が対象となる。
日時：2020年1月14日（火）　10：00－17：00　　　場所：金沢大学医学部記念館2階
主催：血管分子生物学分野　　TEL 076-265-2182    E-mail: yasuyama@med.kanazawa-u.ac.jp

第36回日本臨床細胞学会　石川県支部学術集会

開催日時：令和2年1月26日（日）11：00－17：00　　　開催場所：金沢大学附属病院　宝ホール
教育講演：製鉄記念八幡病院　病理診断科　金城　満　先生　　　　「日常の尿細胞診に役立つポイントとピットホール」
特別講演：愛知医科大学病院　病理診断科　都築　豊徳先生
　　　　　　　－The Paris Systemを中心に－　　　「 膀胱癌診療ガイドラインから見た尿細胞診の運用について」
世話人：金沢大学附属病院　病理診断科　中田　聡子　　　TEL：076-265-2027　　E-mail： snakada@staff.kanazawa-u.ac.jp

脳神経医学セミナー

演題　「Productive Agingの実現を目指して：哺乳類における老化・寿命制御のメカニズムと抗老化方法論」
演者　今井　眞一郎  先生（Washington University in St. Louis）
　私たちの研究室では、哺乳類における老化・寿命の制御機構を解明し、有効な抗老化方法論を樹立することを目指している。昨年、
脂肪組織がNAD+合成の主要酵素NAMPTをextracellular vesicles (EVs)に内包して分泌し（eNAMPT）、老化・寿命の制御に重要な役
割を果たしていることを証明した。現在、視床下部において老化・寿命制御に関係すると考えられる新しい神経細胞群の機能解析を行
なっており、そこから視床下部と脂肪組織間の新しいフィードバック制御系が明らかになりつつある。これらの知見に基づき、哺乳類
の老化・寿命制御における組織・臓器間のコミュニケーションの重要性に重点を置いたコンセプト「NAD World 3.0」を提唱している。
本講演では、哺乳類の老化・寿命制御のシステムと、productive agingを目指した抗老化方法論について、さらに議論を深めたい。
日時：2020年2月3日（月）　17:00－18:00　　　場所：金沢大学医学図書館2階十全記念スタジオ
連絡先：金沢大学 医学系 脳神経医学　河﨑洋志　　　TEL 076-265-2365, e-mail kawasaki-sec@med.kanazawa-u.ac.jp

第30回金沢歯科口腔外科懇話会

　金沢歯科口腔外科懇話会は、平成3年に金沢大学歯科口腔外科研修会としてスタートし、毎年回を重ね今年で30回になります。この会
は金沢大学附属病院歯科口腔外科に患者さんを紹介してくださった先生と同窓の先生が集まり、歯科口腔外科の臨床と研究に関する研修
を行う事を目的としています。本年は、金沢大学附属病院歯科口腔外科から20題の一般演題と特別講演を予定しています。本年の特別講
演は北海道大学・口腔内科学教授の北川善政先生にお願いしました。「口腔内科学UpDate」について、とても興味深いお話が聞けます。
日時：令和2年2月8日（土）　14：00－　　　場所：金沢東急ホテル
お問い合わせ：金沢大学歯科口腔外科医局　　　TEL:076-265-2444

第48回北陸産科婦人科学会総会・学術講演会

会期：令和2年10月9日（金）－10日（土）
会場：金沢市文化ホール、金沢ニューグランドホテル
会長：藤原　浩（金沢大学医薬保健研究域医学系産科婦人科学　教授）
事務局：第48回北陸産科婦人科学会総会・学術講演会事務局
　　　　学術講演会実行委員長：中村充宏　［担当：橋向］　　　TEL：(076)265-2425　FAX：(076)234-4266
内容：特別講演、共催セミナー（イブニングセミナー、ランチョンセミナー、モーニングセミナー）、指導医講習会、
　　　一般演題（口演）、懇親会
　　　Plus One Project（学生・研修医向けの教育プログラム）
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